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本講演の位置づけ

「ICT活用により、組織改革や業務改善をどのように考え、実践してきたか」の

紹介

「特定製品やサービス、具体的な操作、導入手順等」の紹介

〇

×
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本資料について

● 講演動画配信期間は、左記QRコードから本資料を参照可能。

● QRコードの読取が困難の場合は、以下のURLより参照。

https://x.gd/SiXS9

● 各スライドのスピーカーノートにも、口述補足説明あり。

(1) 2/5

https://x.gd/SiXS9


質疑応答について

Gemini 版 ChatGPT 版

● 質疑応答は、左記QRコードより生成AIに問合

せ。

○ 左記の生成AIでは、本資料および関連情報

を登録済。

● 生成AIのため、ハルシネーション（偽情報生

成）のリスクあり。ご了承ください。

● 各種SNS、補足資料投稿（次スライド参照）へのコ

メント等でも質問、可。

(1) 3/5

https://gemini.google.com/gem/12G6OyqUCxzGycL2nohlL1MO5CRVaMJuW?usp=sharing
https://chatgpt.com/g/g-697314d1fa5c81919c4a00e8849b0e4c-wamjiang-yan


補足資料について

● 左記QRコードより補足説明の参照可能。

○ 補足説明の公開は、note を利用。

● note での補足説明は、質疑応答、最新情報など随時、更

新を予定。

(1) 4/5

https://note.com/kondo_toshiya/n/n84aeb2d3b2e5
https://note.com/kondo_toshiya/n/n84aeb2d3b2e5


本講演の要約について

● 本講演の要約は、左記QRコードより参照可。

○ 概要把握や、受講報告書作成のための参考資料として。

● 活用方法（一案）

○ 本資料、その他、気になる情報等を生成AIへ読み込み。

○ 生成AIと会話しながら、独自の要約を共創。

○ 本要約と合わせながら、再度、生成AIと共創　等

(1) 5/5
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自己紹介

社会福祉法人みなみ福祉会

理事長　近藤 敏矢　（こんどうとしや）

経歴
情報工学専攻修士課程修了ののちNTTに入社。研究者として従事。
その後、実家である保育園を継ぐことを決意し、1999年に社会福祉法人みなみ福祉会に
入職。
2004年に笠寺幼児園園長に就任。2019年、同法人理事長就任。
保育園から認定こども園へ移行後、70年ほど1法人1施設体制だった運営を、複数施設
の運営方針に舵を切り、４年間で新たに５施設を展開。
ペーパーレス化、経理システムの独自開発など業務のデジタル化に取り組む一方、経営
コンサルタントを活用するなど積極的な改革を推し進めてきた。
現在は、情報発信にも力を入れ、Podcast、noteなどを続けている。

著書『ここが変だよ、保育園』（幻冬舎）
　　『親が知らない保育園のこと』（游藝舎）　今春、絵本出版予定。

(2) 1/5

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000548.000034798.html
https://note.com/kondo_toshiya
https://amzn.to/49ANrFv
https://amzn.to/45pzR5i
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笠寺幼児園 平子幼児園

みいな しば保育園

ぷるぷ さくらんぼ幼児園

施設等 所在地

visit　https://minami-fukushi.jp/ 13(2) 4/5

https://www.google.com/maps/@35.0976117,136.9361348,3a,75y,292.14h,93.48t/data=!3m7!1e1!3m5!1s2B2GKxaKsmHwqkLbt1LXYw!2e0!5s20210401T000000!7i16384!8i8192?authuser=0&entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.1128776,136.9451039,3a,26.1y,283.9h,92.42t/data=!3m6!1e1!3m4!1s8oRLcYwnBFqoezb2NWpOGg!2e0!7i16384!8i8192?authuser=0&entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.1312585,136.9289238,3a,15y,226.08h,86.31t/data=!3m7!1e1!3m5!1shbr6oguUFgNdhj3LSuvxAw!2e0!5s20220301T000000!7i16384!8i8192?authuser=0&entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.0987006,136.9453693,3a,75y,73.4h,87.13t/data=!3m7!1e1!3m5!1s3xjptfCgbFFvuE6p2gWLqQ!2e0!6shttps:%2F%2Fstreetviewpixels-pa.googleapis.com%2Fv1%2Fthumbnail%3Fpanoid%3D3xjptfCgbFFvuE6p2gWLqQ%26cb_client%3Dmaps_sv.tactile.gps%26w%3D203%26h%3D100%26yaw%3D69.98031%26pitch%3D0%26thumbfov%3D100!7i13312!8i6656?authuser=0&entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.1132045,136.9446324,3a,37.5y,185.31h,89.07t/data=!3m6!1e1!3m4!1s8LC6vzN4iiGmyZbnfjPheg!2e0!7i16384!8i8192?authuser=0&entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.1058606,136.9361093,3a,61.9y,280.83h,90.81t/data=!3m6!1e1!3m4!1sMjOE9tbgQrHcg5ew_GRH7g!2e0!7i16384!8i8192?authuser=0&entry=ttu
https://minami-fukushi.jp/


社会福祉法人みなみ福祉会
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「DX」とは

デジタイゼーション（Digitization）

　アナログをデジタル化すること　

　- 例：紙の出勤簿 → エクセル入力

デジタライゼーション（Digitalization）

　デジタルを使って業務プロセスを効率化

　- 例：エクセル入力 → クラウド勤怠管理システム

デジタルトランスフォーメーション（ DX）

　デジタルを活用して事業や組織の在り方を変革

　- 例：勤怠データをAI分析して人員配置や働き方を改革

(3) 1/9



「ICT」とは

ICT（Information and Communication Technology）

情報通信技術。

　→ 「情報を“扱う”技術」

　＋「人と人を“つなぐ”技術」

(3) 2/9



ICT導入による”変化” デジタイゼーション (Digitaization) だけでも即効性あ

り。

※ first step のお勧め：ページスキャナ。

該当資料を「探す」ことは、人間より機械の方が圧倒

的に高速。

課題：「いかに機械が探しやすくできるか」

本質的に大きな変化は、その先。

※ 完成はしない。改善等の連続。(3) 3/9



ICTの限界

業務全体を飲食チェーン店に例えると、、、

● ICTはシステムキッチンに相当。

● キッチン更新でも大きな効果を期待でるが、効率化に限界あり。

● 以下も重要。※ 「組織マネジメント」に相当。
○ 流通管理

○ 賞味期限管理

○ メニュー構成管理  etc.

● 「ICTシステムの導入」＝「全て Happy!」 は幻想。

● 全ての業務について、デジタルをベースとした効率化の流れ(DX)

検討は、極めて重要。

(3) 4/9



業務を効率化させるには、、、

大切なのは「システム」。

「技術」は、「システム」を効果的に動かすための一部に過ぎな

い。

(3) 5/9



「システム」とは

システムの本質的な定義

システム＝「目的を達成するための仕組みや手続きの集合 」

「人の動き方」「情報の伝え方」「業務フロー」も全てシステム

ICTやDXは、その大きなシステムの中の単なる「道具」「手段」

(3) 6/9



DXに対する一つの視点

理解の深さ

(3) 7/9



組織マネジメント

組織マネジメントには正解があります。
体系的に学んだことはありますか？

● マネジメント問題は、歴史上、私たちが最初の発見者ではありません。

● 専門的に研究している人たちの成果があります。
○ P.F.ドラッカー、S.R.コヴィー  等

● 専門家の成果が、私たちの日常感覚と異なることは、よくあります。
○ 天動説を信じている人に、客観的なデータを用いて、論理的に地動説を説明できますか？

○ 法則を証明しようとするより、成果を利用した方が効率的。

● 遠回りに見えますが、業務効率化のためには組織マネジメントを先に習得するのも一つの方法です。

● 正解かどうかを判断する一例。
○ 組織規模に関わらず、同じルールが適用できるか。「あちらは大きい法人だから」「うちは小さな法人だから」は、正解から離れて

いる可能性もあります。

○ 特定個人の力量、人格に依存していないか。属人化によるマネジメントは組織の弱点になりかねません。

当法人では、特定個人に依存しない組織マネジメントを意識しながら、業務効率化を推進。

理事長が目指すべきポイント 「理事長以外の者で業務が遂行でき、法人が発展し続けること 」(3) 8/9



みなみ福祉会の取組事例

● グループウェアを中心 とした多数のクラウドサービス

● データ連携

● 業務の「自火報」 Cf. 実践事例報告

● 未処理タスクの自動アラート

● 「重要」かつ「未処理」のEmailについて自動アラート

● 「４３の備忘録 」

(3) 9/9

https://www.keieikyo.com/data/kjjirei24_00.pdf#page=113
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ノンコア業務の割合とコスト損失

コア業務

ノンコア業務

法人や施設の主要な目的や価値を直接生み出す業務。例：保育、子育て相談 等

必須ではあるが直接的な価値創出に繋がらない業務。例：資料作成、会議 等

労働時間の３７．１％がノンコア業務に流出

一人当たり年間約１，９１６，０００円がノンコア業務に充当

出典：BPOテクノロジー調べ(PR TIMES, 2023) / 厚生労働省「令和3年就労条件総合調査」

ノンコア業務が本来の価値創出時間・コストを大きく侵食
(4) 1/5

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000011.000086224.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/jikan/syurou/21/index.html


労働人口の減少

今後の労働人口の減少

は、避けることのできない

確定された未来。

コア業務より優先してノンコ

ア業務を効率化するべき。

理想は、ノンコア業務の全

自動化。

(4) 2/5



ノンコア業務

一例：労務管理、社会保険手続、会計業務、法人運営、規程等整備　等

　　　→ 子ども、高齢者等の利用者に関わらず、職員内だけで効率化が可能 ！

外部環境により規定され、法人や施設独自で変更しづらいケースも多数あり。

他事業所と共通できる手続きも多く、汎用的なアプリやシステムの提供が見つけやすい。

施設や法人で業務を進めるにあたり、業務基盤（ＯＳ）の役割になりやすい。

ＯＳの上で各種アプリ（個別のコア業務に対する効率化）を設計する方が better。

(4) 3/5



みなみ福祉会の目指す方向性
　～ 経営資源を現場に再配分 　その１～

●「探す」作業をゼロに

最悪のパターンは、存在しないモノを探し続けること。

● 大人による大人のための業務は大人の工夫で限りなくゼロに

法人内のリソースは、出来る限り現場に充足させることが大切。関連周辺業務は、ゼロに近づけるべき。

(4) 4/5



みなみ福祉会の目指す方向性
　～ 経営資源を現場に再配分 　その２～

● 機械に出来ることは徹底的に機械に任せ、人間は人間にしかできない業務へ集中

例えば、書類を探すことに関して、人間は既に機械 (Ctrl + F ) には決して勝てない。

● 同じ結果を得るためには、出来る限り短時間で

運用時間コスト効率化の総和が初期時間コスト投資を上回れば、実施するべき。
例) 「過程」ではなく「結果」で評価。 結果が同じなら、頑張る (コスト高)より楽をする (コスト安)方が better。

ワンクリック、文字入力の一文字でも削減できる方が better 。
例) マウス操作よりもショートカットキーの方が速い ！！

(4) 5/5
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組織の存在意義

「社会的価値を持続的に創出・拡大すること」

利潤動機には意味がないだけでなく害を与えている。
利益は、目的ではなく条件である。
企業の目的の定義は一つしかない。
それは、顧客を創造することである。

「マネジメント 基本と原則」P.F.ドラッカー 著
上田惇生 (訳)

顧客創造 (to create a customer) ＝ 社会的価値の創出・拡大
「利益」という存在条件  　　 ＝ 事業継続性

(5) 1/3



業務OSという考え方

● 事業継続は「人の頑張り」では守れない

● 特定個人への業務依存は、最大の経営リスク

● 誰が欠けても回る仕組みが必要

属人化を脱し、「業務OS」の設定が、事業継続性を確保する

(5) 2/3



事前準備としてのツール

❖ 公認会計士による会計監査

❖ 中長期計画　

❖ 経営協によるアクションプラン２０２５

❖ SWOT分析　

❖ 第三者評価（ECERS・ITERS）

❖ くるみん等、各種認定

「業務OS」を設定する準備ツールの一案

(5) 3/3
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こんな新卒職員、どう思われますか
人材不足です。それなのに業務は増加します。

そんな中、こんな新卒職員がいたら、採用しますか。不採用にしますか。

採用するには、いくらの紹介料が必要だと思いますか。

働き続けてもらうために、いくらの本俸が必要になると思いますか。

● 世界中の多くの公開情報 を知っている

● 世界中の言語を理解 している

● ペンシルバニア大学経営学修士課程 (MBA)の最終試験で合格点

● 米国の医療機関が行った米国医師免許試験 では、ほぼ合格点に到達

● 司法試験の上位１０％で合格ラインに達した

● 日本の大学入学共通テストの９科目満点で東京大学文１合格ライン

● 写真や画像、文章などを素早く作り出すことができる
(6) 1/8



生成AI (RAG) で実現できます

「私があなたをどう扱ってきたか画像にして」

生成AIからの出力結果

24時間365日、相談可能

生成AIの月額費用イメージ
※ 金額は変動し、必ずしも正確ではありません。

※ 人件費と比べ、極めて安価です。(6) 2/8



AIエージェント、フィジカルAI時代へ

課題：

● AIに仕事を指示できる業務の切り分け

● AIが仕事をしやすい環境の設定

AIエージェント

人の代わりに
情報を集め、判断し、指示や作業を自動で
進めるAI

フィジカルAI

AIの判断をもとに
実際に「手足」を動かすAI

(6) 3/8



「情報通信白書令和7年版」

(6) 4/8

https://ledge.ai/articles/%5B%E7%99%BA%E8%A1%A8%5D(https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/r07.html)%7Btarget=%E2%80%9C_blank%E2%80%9D%7D


Half of Japanese 
University Students Have 
Used Generative AI

https://www.nippon.com/en/japan-data/h01946/

(6) 5/8

https://www.nippon.com/en/japan-data/h01946/


金融機関における生成AI

の利用状況とリスク管理

―2025年度アンケート調

査結果から―

日 本 銀 行

金融機構局

2025年9月

https://www.boj.or.jp/research/

brp/fsr/data/fsrb250930.pdf

(6) 6/8

https://www.boj.or.jp/research/brp/fsr/data/fsrb250930.pdf
https://www.boj.or.jp/research/brp/fsr/data/fsrb250930.pdf


仕事を奪うのは誰か

AIに仕事を奪われる

AIを活用する人（組織）に仕事を奪われる

×
〇

子どもの見守り、目を見ながらの声掛け、ハグですら、AIエージェント、フィジカル AIが代行できる可能性 を秘めてい
る。

人間としての保育士の存在価値を改めて再考し、
私たち自らの価値を向上させる取組を！(6) 7/8



みなみ福祉会での現状

● 一部職員がAIを非常に活用している。

● 今後は、現場職員も含め、主にバックヤード業務について、AIをフルに活用

できるスキルを習得。

目的

● AIの得意、不得意を肌感覚で実感
● 機械に任せられることを徹底的に機械に任せる
● 人間は人間にしかできないことに全集中

(6) 8/8



Agenda

1. 本資料等について

2. 自己紹介・法人概要

3. ICT(DX)とは何か

4. なぜ「バックヤードDX」から始めるのか

5. 業務OSという考え方ーー属人化はなぜ危険か

6. AI時代に、何を任せ、何を守るのか

7. まとめ —— 経営とは、理想を続ける技術



ノンコア業務の効率化

● 業務には、コア業務 と ノンコア業務  がある

● 現状、ノンコア業務がコア業務を圧迫している

● バックヤード業務は、ノンコア業務

● AIを含め、さまざまなツールが利用可能

▶ ノンコア業務は効率化しやすい

▶ 業務リソースをコア業務に集中させるべき

(7) 1/5



業務リソース配分を徹底的に見直す

● 事業の目的は、社会的価値の創出・拡大

● そのためには、事業継続性の条件として資金は重要

● 資金を含め、さまざまなリスクへの対処は 経営の使命

● 脱・属人化は、リスク対処への一つの大きな柱

(7) 2/5



ツール導入だけで、すべては解決しない

● 手順・役割分担を含めた システムの適正化 が必要

● その上位にあるのが、組織マネジメントの適正化

● 組織マネジメントを経験や勘で行うのではなく、サイエンスに基づいた正しい認識

で行うことが大切

○ 時として、科学的思考や正解は日常の感覚と真逆になることもある

(7) 3/5



AIは今後も大きく発展する

● AIは今後も、確実に進化し続ける。AIエージェント ／ フィジカルＡＩ

● AIに業務を任せるには、業務の切り分け、AIが仕事をしやすい環境整備が重要

▶ AIが仕事を奪うのではない

▶ AIを使う者に仕事を奪われる

(7) 4/5



より価値の高い人間へ

● 機械よりコストの安い仕事しかできない人間ではなく、より価値の高い仕事ができ

る人間になるべき

● 人間は、人間にしかできない業務へ集中する

● AI・ICTは、そのための 手段・道具

(7) 5/5



ご視聴ありがとうございました


